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全
国
一
般
大
阪
2023

春
闘
賃
金
引
き
上
げ 

 
 

統
一
要
求 

１
６
、
５
０
０
円
以
上 

一
時
金
、
諸
要
求
な
ど
要
求
書
提
出
！ 

 

全
国
一
般
大
阪
は
、
１
月
28
日
、
2023
春
闘
討
論
集

会
・
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
賃
金
引
き
上
げ
・
一
時
金
、

組
織
強
化
・
拡
大
な
ど
の
春
闘
方
針
を
決
定
し
、
各
組

合
・
支
部
は
賃
上
げ
等
の
要
求
を
提
出
し
、
回
答
引
き
出

し
に
向
け
て
交
渉
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。 

 

特
に
今
春
闘
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
か
ら
1
年
が
経
ち
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
の
下
で

約
30
年
振
り
と
な
る
物
価
高
も
相
ま
っ
て
、
原
材
料
費

の
み
な
ら
ず
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
・
日
用
品
に
至
る
ま

で
値
上
げ
し
て
お
り
、
労
働
者
の
暮
ら
し
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

2023
春
闘
は
、
連
合
各
産
別
が
２
月
中
旬
、
一
斉
に
要
求
書

を
提
出
し
、
3
月
15
日
に
回
答
引
き
出
し
が
な
さ
れ
た
。 

多
く
の
産
別
で
要
求
額
を
増
額
す
る
中
で
、
自
動
車
総

連
・
日
産
は
12,000
円
（
前
年
比
4,000
円
増
）
、
一
時
金
5.5
ヶ
月

を
獲
得
、
ホ
ン
ダ
は
ベ
ア
相
当
分
＋
定
期
昇
給
で
19,000
円
、

一
時
金
6.4
カ
月
（
前
年
6
か
月
）
の
満
額
回
答
だ
っ
た
。

ま
た
電
機
連
合
（
日
立
・
三
菱
電
機
・
富
士
通
・
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
）
は
ベ
ア
7,000
円
（
前
年
比
4,000
円
増
）、
こ
ち
ら
も
満
額

回
答
で
多
く
の
産
別
単
組
は
前
年
比
増
を
獲
得
し
て
い
る
。 

全
国
一
般
大
阪
は
3
月
24
日
現
在
、
26
組
合
支
部
要
求

平
均
１
万
5,575
円
（
5.1
％
・
22
組
合
支
部
）
で
あ
り
、
そ
の

う
ち

4

組
合
支
部
が
妥
結
し
て
お
り
平
均
で

8,775

円

（
3.35
％
・
2
組
合
支
部
）
を
獲
得
し
て
い
る
。
各
組
合
は
、

要
求
書
提
出
・
団
体
交
渉
を
開
催
し
、
回
答
引
き
出
し
に
向

け
粘
り
強
く
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

諸
要
求
に
つ
い
て
も
、
定
年
延
長
を
は
じ
め
同
一
労
働
同

一
賃
金
制
度
に
よ
り
正
規
・
非
正
規
労
働
者
と
の
格
差
是

正
・
縮
小
が
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
、
そ
の
た
め
非
正
規

労
働
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
て
交
渉
を
強
化
し
よ
う
。
ま

た
、
組
合
員
の
生
活
や
職
場
の
実
態
に
基
づ
い
て
、
組
合
員

の
声
を
反
映
し
た
要
求
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  

ま
た
、
連
合
は
す
べ
て
の
労
働
者
の
最
低
賃
金
（
最

賃
）
1,150

円
以
上
を
め
ざ
す
方
針
で
と
り
く
み
、
コ
ロ

ナ
禍
で
全
国
的
に
最
賃
増
と
な
り
大
阪
最
賃
も
1,023
円

（
31
円
増
）
と
な
っ
た
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き

最
賃
（
特
定
・
産
別
賃
金
）
の
と
り
く
み
も
重
要
な
課

題
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
期
間
と
し
て
は
、
3
月
末

決
戦
体
制
を
基
本
と
し
て
闘
い
を
す
す
め
、
遅
く
と
も

4
月
中
の
決
着
を
は
か
る
方
向
で
闘
い
を
す
す
め

る
。 未

組
織
の
組
織
化
・
組
織
強
化
・
拡
大
を
図
ろ
う
！ 

 

組
織
強
化
・
拡
大
の
と
り
く
み
は
多
く
の
単
組
・
支

部
で
、
全
国
一
般
評
議
会
は
毎
年
5
％
の
組
織
化
実

現
、
全
国
一
般
大
阪
は
毎
年
1
名
が
1
組
合
員
を
増 

 

２
０
２
３
春
闘
ス
タ
ー
ト
！ 

同
一
労
働
同
一
賃
金
、
格
差
是
正
・
縮
小
を
図
ろ
う
！ 

 

や
す
こ
と
を
目
的
に
組
織
化
に
と
り
く
ん
で
き

た
。
今
年
の
1
月
～
3
月
の
労
働
相
談
件
数
は

45
件
あ
り
、
こ
の
間
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ
か
は
5
支

部
が
結
成
通
知
を
し
、
12
名
が
加
盟
し
た
。
ま
た

3
月
12
日
に
は
近
畿
制
動
関
連
労
組
が
結
成
大

会
を
行
い
、
22
名
の
仲
間
が
結
集
し
た
。
労
働
条

件
や
労
働
環
境
の
改
善
、
未
払
い
残
業
代
な
ど
を

求
め
て
、
今
後
、
団
体
交
渉
を
求
め
て
い
く
。
新

組
合
の
結
成
に
、
ひ
き
続
き
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
は
中
小
の
各
職
場
の
団
体
交
渉
・

闘
い
が
ス
タ
ー
ト
・
本
格
化
す
る
。 

 
 

各
組
合
は
、
要
求
・
交
渉
・
回
答
引
き
出
し
に

全
力
を
上
げ
よ
う
。 

 

 

 

2023春闘要求状況（3/24） 

組合・支部 要求額 要求率 一時金要求 諸   要   求 提出日 

永 大 産 業 13,655 5.0 2.5 カ月 半日年休の取得、家族手当 3/6 

さ か え 清 掃 19,024 5.0   2/20 

Ｓ Ｙ Ｃ 16,500 4.50 5.2ヶ月/年 定年延長  

羽曳野委託清掃 16,500 4.40 5.2ヶ月/年 定年延長  

日 光 16,500 5.7 5.2ヶ月/年 定年延長  

金 岡 興 業 16,500 4.8 5.2ヶ月/年 定年延長  

河 内 長 野 清 掃 16,500 9.0 7.0ヶ月/年 定年延長  

エ スワ イ ミ ハ ラ 16,500 4.01 5.2 ヵ月/年 定年延長  

和泉委託金楽商事 16,500 5.24 4.5カ月/年 定年延長  

ソニーマーケティング 16,500 5.53 
  

 

日本工業試験所 13,500 5.31  家族手当 500 円アップ、格差是正 50,000円  

ハイウェイ管制 16,500 5.98    

内 藤 証 券 22,450 6.0 年間 6ヶ月 
 

3/1 

サ ン ビ ー 10,000 2.98     3/ 

前 川 10,000 4.0 年間 4カ月 定昇プラス 4％を要求  

サ ン プ ラ ザ 11,160 5.0 
 

  3/8 

日 本 シ ー ル 13,200 5.06 
 

 3/6 

電 子 専 門 学 校 16,500 4.52 年間 5ヶ月 ユニオンショップ制・チェックオフの締結 3/1 

言語交流研究所 16,500 5.21   
  

興産管理サービス  16,500 8.06   
  

南 海 グ ル ー プ 16,500     

ハニュー フー ド 16,500     

マ ル カ ミ 物 流 16,500  年間 4.5カ月   

共 立 産 業 15,000     

新関西国際空港 13,500     

都島自動車学校 16,235 6.0    

平均 15,575 5.10       

26 組合・支部 21 組合・支部     

 第 1 回単組代表者会議に結集しよう！ 
 2023春闘中間点検と 4月段階のとりくみについて討議を深めるために下記の 

日程で代表者会議を開催します。多くの仲間の参加を要請します。 

□日 時 2023年 3月 30日(木)18時半 □場 所 PLP会館 4階小 B会議室 

□議 題 ①2023春闘の中間点検 

     ②4月段階のとりくみ・・・職場の現状とオルグ行動について 

     ③その他 

 

 

 

 

 

 

連
合
大
阪
２
０
２
３
春
闘
決
起
集
会
参
加 

3
月
6
日
（
月
）、
扇
町
公
園
で
、
連
合
大
阪
に

よ
る
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。「
く
ら
し
を
ま
も

り
、
未
来
を
つ
く
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
扇
町
公

園
に
は
約
６
０
０
０
人
が
結
集
し
た
。
全
国
一
般
大

阪
も
21
名
の
仲
間
が
参
加
し
た
。 

 

２
０
２
３
春
闘
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
不
安
定
な

社
会
情
勢
や
、
十
数
年
ぶ
り
の
物
価
上
昇
の
影
響
で

労
働
者
の
暮
ら
し
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
3
月
15
日
に
集
中
回
答
日
を
迎
え
、

大
手
企
業
は
軒
並
み
満
額
回
答
が
多
い
中
、
今
後
本

格
化
す
る
中
小
企
業
の
春
闘
に
も
、
ど
う
波
及
し
て

い
く
の
か
が
大
き
な
カ
ギ
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
社

会
全
体
の
「
底
上
げ
」「
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
の

実
現
に
向
け
た
運
動
を
展
開
し
、
今
春
闘
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
働
く
仲
間
の
力
を
結
集

し
、
最
後
ま
で
全
力
で
闘
い
抜
く
こ
と
を
宣
言
し
一

致
団
結
を
し
た
。 

     



「
2.24
戦
争
を
や
め
ろ
! 

ロ
シ
ア
は
直
ち
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
せ
よ
!
」 

日
本
工
業
試
験
所
労
組 

小
野
里
智 

 

2
月
24
日
の
夕
方
、
中
之
島
女
神
像
前
に
集
ま
っ
た
300
名
の
組
合

員
・
市
民
は
、
1
年
が
過
ぎ
て
も
侵
略
を
続
け
る
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン

大
統
領
に
対
し
て
抗
議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
女
神
像
前
に
は
、
平
和
人

権
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
教
員
・
港
湾
労
働
者
や
多
く
の
市
民
が
集
ま
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
労
働
者
・
市
民
と
連
帯
し
て
た
た
か
う
と
い
う
意
思
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
本
か
ら
も
、
青
年
女
性
部
・
ユ
ニ
オ
ン
・
退
職
者

会
の
仲
間
が
駆
け
つ
け
て
、
集
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

最
近
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
各
国
の
政
府
が
「
支
援
疲
れ
」
し
て
い
る

と
い
う
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
誰
が
一
体
疲
れ
て
い
る
の
か
。
そ

う
い
う
こ
と
言
う
人
の
だ
れ
が
ロ
シ
ア
領
事
館
前
で
抗
議
の
声
を
上
げ

た
の
か
。
私
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
た
た
か
う
ぞ
!
」
と
怒
り
の
こ
も
っ
た

発
言
も
あ
り
、
私
は
、
い
よ
い
よ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
と
連
帯
を
強
め
て

頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
が
、
国
内
の
反
対

運
動
を
強
権
で
も
っ
て
押
さ
え
つ
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
地
を
土
足
で
踏
み

つ
け
て
い
る
こ
と
を
、
そ
し
て
私
た
ち
と
同
じ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
労
働
者
を

無
差
別
に
虐
殺
し
て
い
る
こ
と
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

集
会
後
、
梅
田
阪
急
前
ま
で
の
デ
モ
行
進
を
元
気
よ
く
行
い
、
抗
議
の
た

た
か
い
を
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、
こ
の
抗
議
の
た
た

か
い
を
継
続
さ
せ
て
職
場
や
地
域
に
広
め
て
い
く
た
め
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。 

  

 関
心
が
高
い
こ
と
や
医
療
現
場
の
組
合
員
か
ら
は
コ
ロ
ナ
が
お
さ

ま
っ
て
も
人
の
集
ま
る
場
所
に
は
な
か
な
か
参
加
し
に
く
い
と
の

声
が
あ
が
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
も
引
き
続
き
行
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
告

げ
た
。
交
流
会
の
ま
と
め
と
し
て
、
北
島
さ
ん
は
、「
講
演
か
ら
政

治
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。
皆
さ
ん
の
活
動

報
告
に
つ
い
て
は
、
楽
し
さ
を
追
求
す
る
行
事
の
報
告
を
嬉
し
く

思
う
。
ま
た
若
い
組
合
員
が
自
分
た
ち
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢

の
素
晴
ら
し
さ
、
伝
統
的
に
反
戦
平
和
を
追
求
す
る
組
合
に
は
尊

敬
の
念
を
抱
く
。」
と
述
べ
、
引
き
続
き
各
々
の
活
動
に
邁
進
し
て 

 
 

ほ
し
い
こ
と
を
告
げ
た
。
最
後
に
、
石
川
・
田
中
さ
ん
（
北
鉄
自

動
車
学
校
部
会
）
が
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
「
は
じ
め
て
の
交
流

会
参
加
で
し
た
が
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら

も
仲
間
た
ち
と
平
和
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
次

回
こ
そ
対
面
で
の
開
催
を
願
い
あ

い
さ
つ
し
閉
会
し
た
。 

 
 

  

 

 

  

 

  

当面のスケジュール     
【2023/3】 

・3/27(月)14:00 丸文支部弁護士打合せ   武村法律事務所 

     18:30 ｴﾑｼｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ支部団交      ドムスインビル 4階 

・3/28(火)10:00 EQWEL支部弁護士打合せ  武村法律事務所 

18:00 和泉委託金楽商事団交   北部リージョンセンター 

・3/29(水)18:00 南海グループ支部団交         ラミ本町 Ray 

18:30 東南地域協議会   サンビー労組 

・3/30(木)18:30 第 1回単組代表者会議   PLP会館 4階小 B会議室 

・3/31(金)19:00 近畿制動関連労組団交   職場近くの会議室 

【2023/4】 

・4/01(土)15:00 第 94回中小労働運動セミナー  全国一般大阪事務所 

・4/03(月)18:15 第 3回五役会議   全国一般大阪事務所 

・4/04(火)14:00 ユーキ精工支部団交   職場 

・4/08(土)15:00 和泉委託金楽商事第 6回定期大会 北部リージョンセンター 

・4/10(月)18:30 第 7回執行委員会   全国一般大阪会議室 

・4/12(水)18:30 第 17期第 3回ユニオンスクール PLP会館 4階小 B会議室 

     19:00 近畿制動関連労組執行委員会  サンクスエア堺 

・4/13(木)13:00 ハニューフード支部団交  ハートンホテル 

15:00 府本部第 7回執行委員会  PLP会館 4階 

・4/14(金)15:00 阪南地域協議会   サンクスエア堺 

     18:00 委託連合執行委員会   大野コミュニティ 

     18:00 WEB_府本部第 3回単組代表者会議 PLP会館 4階 

     18:30 内藤証券労組執行委員会  全国一般大阪事務所 

・4/15(土)14:00 ユニオンおおさか職場交流会  全国一般大阪会議室 

・4/17～21    春闘職場オルグ行動   各職場 

・4/18(火)19:00 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 

・4/20(木)18:30 連合大阪労働関係セミナー  エルおおさか本館 

・4/21(金)18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 

・4/24(月)18:30 第 2回組織強化拡大委員会  全国一般大阪事務所 

・4/25(火)18:00 WEB_南大阪地域協議会      永大産業労組 

【2023/5】 

・5/01(月)10:00 第 94回大阪地方メーデー  大阪城公園 

・5/03(水)14:00 輝け憲法！平和といのちと人権を 扇町公園 

・5/09(火)15:00 関西ブロック幹事会   全国一般大阪事務所 

 

地裁・労働委員会日程 
◇内藤証券労組 

  ・追加申立（61 号）      2021/10/29 

・第 4 回調査（34・61 号併合）     2022/1/27 

・最終陳述書       2022/12/4 

・第 1 回あっせん      2023/2/16（次回 3/23） 

◇マテロックス支部 

 ・不当労働行為救済申立     2019/9/2 

 ・府労委勝利命令      2020/5/10 

  ・会社地裁取消訴訟      2021/6/7 

・地裁堺支部弁論和解      2022/2/15 

・地裁行訴判決（勝利）     2022/2/22 

◇シークス支部 

 ・解雇撤回労働審判申立     2019/5/14 

  ・地裁最終弁論      2021/12/17 

  ・判決・敗訴       2022/3/28 

  ・控訴・高裁       2022/4/6 

  ・退職金地裁提訴      2022/11/21 

  ・高裁判決（棄却）        2022/11/24 

                   （上告受理申立 12/8） 

  ・シークス退職金弁論      2023/2/10（次回 4/14） 

 ◇都島自動車学校支部 

  ・不当労働行為救済申立(24 号)     2021/5/12 

  ・第 4 回審問                      2022/2/17 

  ・労働委員会和解 2023/2/10(次回 3/24) 

 ◇EQWEL 支部 

・地位確認提訴    2022/6/10 

・第 4 回弁論     2023/2/13(次回 3/24) 

◇内藤証券本社支部 

・労働審判申立    2022/10/17 

・第 2 回弁論      2023/2/15(次回 3/22) 

  ◇I＆U 支部 

  ・労働審判申立    2022/10/17 

  ・第 2 回審判     2023/2/15(次回 3/15) 

 ◇丸文支部 

・損害賠償等請求事件提訴   2022/9/15  

・第１回弁論       2023/2/17(次回 3/28) 

  ◇三陽支部 
  ・あっせん     2023/2/17（第 1 回 4/7） 

3
月
12
日 

青
年
女
性
部
全
国
交
流
会
を
開
催 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

青
年
女
性
部 

書
記
長 

本
田
敏
行 

ま
だ
ま
だ
冬
の
寒
さ
の
残
る
初
春
、
今
年
の
交
流
会
は
三
年
連
続
コ
ロ
ナ

禍
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な
っ
た
。
開
会
の
挨
拶
を
大
阪
の
青
年
女
性
部
代
表

と
し
て
、
村
山
部
長
が
行
っ
た
。「
物
価
高
騰
、
低
賃
金
の
中
、
無
駄
な
防
衛

費
の
増
額
や
戦
争
の
で
き
る
国
造
り
を
進
め
る
政
府
へ
の
憤
り
と
労
働
組
合

の
反
戦
平
和
の
地
道
な
運
動
の
大
切
さ
」
を
強
く
訴
え
た
。
そ
し
て
、「
コ
ロ

ナ
の
終
息
の
お
り
は
、
是
非
顔
と
顔
を
突
き
合
せ
て
の
交
流
会
の
開
催
」
を

希
望
し
た
挨
拶
で
し
た
。
全
国
一
般
評
議
会
幹
事
の
北
島
さ
ん
か
ら
の
主
催

者
挨
拶
は
、
憲
法
第
１
２
条
に
記
さ
れ
て
い
る
自
由
と
権
利
を
守
る
た
め
の

『
不
断
の
努
力
』
に
つ
い
て
、
と
き
ど
き
無
力
に
感
じ
る
と
き
が
あ
る
が
、

そ
の
思
い
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
も
交
流
会
の
よ
う
な
集
ま
り
の
大
切
さ
を

語
っ
た
。
講
演
は
、「
敵
基
地
攻
撃
と
日
米
一
体
化
防
衛
費
は
国
民
負
担
に
」

と
題
し
、
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
半
田
滋
さ
ん
を
招
き
行
っ
た
。「
防
衛
３

文
書
」
で
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」
と
防
衛
費
増
額
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

事
実
上
「
先
制
攻
撃
」
を
容
認
し
た
に
等
し
く
、
安
倍
政
権
か
ら
始
ま
っ
た

戦
争
の
出
来
る
国
造
り
が
益
々
進
ん
で
い
る
事
を
確
認
し
た
。
米
国
の
ポ
ン

コ
ツ
武
器
を
い
い
値
で
買
わ
さ
れ
る
日
本
政
府
の
馬
鹿
さ
が
際
立
つ
の
と
そ

れ
に
よ
り
軍
事
費
第
3
位
と
な
り
他
国
の
恐
怖
を
煽
る
愚
か
さ
は
目
に
余

る
。
中
国
が
台
湾
を
攻
撃
す
る
「
台
湾
有
事
」
は
、
米
国
行
動
い
か
ん
で
は
、

日
本
も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
と
言
わ
れ
る
と
背
筋

の
凍
る
思
い
を
し
た
。
ゆ
え
に
私
た
ち
は
、
正
し
い
思
い
を
政
治
に
反
映
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
選
挙
に
い
っ
て
、
正
し
い
選
択
の
で
き
る
政
治
家
を
選

ぶ
必
要
性
を
強
く
認
識
し
た
。 

 

休
憩
を
挟
ん
で
、
交
流
会
の
後
半
は
各
地
方
労
組
か
ら
の
自
己
紹
介
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
、
意
見
交
換
で
し
た
。
福
井
か
ら
は
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
、
新
潟
で
は
県
本
部
主
催
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
参

加
す
る
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
な
に
か
し
ら
楽
し
み
を
企
画
し
て
い

た
。
石
川
で
は
昨
年
の
大
阪
の
取
組
を
参
考
に
ビ
デ
オ
上
映
会
を
企
画
し
「
ド

レ
イ
工
場
」
を
み
ん
な
で
観
て
話
あ
っ
て
い
た
。
2018
年
に
青
年
女
性
部
を
結

成
し
た
鉄
構
労
は
、
組
合
員
の
半
数
以
上
が
34
才
以
下
の
若
い
人
で
転
勤
の

あ
る
全
国
組
織
で
す
が
、
地
域
限
定
採
用
な
ど
働
き
方
の
多
様
化
や
時
間
外

労
働
問
題
に
つ
い
て
み
ん
な
で
議
論
を
交
わ
し
た
そ
う
で
す
。
大
阪
か
ら
も

昨
年
行
っ
た
大
阪
城
戦
跡
め
ぐ
り
や
「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」
の
ビ
デ
オ
上

映
会
、
水
木
し
げ
る
の
「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
」
な
ど
反
戦
平
和
教
育
の
活
動
を
報

告
し
た
。
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
石
川
か
ら
「
内
灘
事
件
」（
1952
年
朝
鮮
戦
争

時
、
米
軍
の
砲
弾
の
性
能
検
査
の
射
撃
場
と
し
て
内
灘
砂
丘
が
軍
に
接
収
さ

れ
、
労
働
組
合
が
反
対
運
動
を
展
開
。
接
収
さ
れ
た
地
は
戦
後
、
自
衛
隊
の

基
地
に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
内
灘
は
強
い
反
対
運
動
が
あ
っ
た
た

め
、
３
年
後
に
返
還
）
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
平
和
運
動
へ
の
重
要
性
を 

共
に
認
識
で
き
た
。
子
育
て
世
代
の
青
年
層
か
ら
は
、
子
育
て
支
援
問
題
に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

右
下
へ
続
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